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Ⅰ．「高校入試」全体像と
　　　　　　　レイズの戦い方



高校入試

私立入試

推薦

一般

県立入試

     推薦 (特色)

一般
学校内申

＋学力考査5科

学校内申
＋面接orプレゼン/作文

学校内申
面接orプレゼン/作文

学校内申
学力考査3教科or5教科

専願

専願 併願

専願

併願

内申が重要！！ 

受験方式の区分



入試日程の確認
2026年 国立・県立高校 私立高校　

1月 4日※     敬愛高校入試:特進　  

  　10日※    青翔開智入試 :総合型選抜

  10日※    城北高校入試 :推薦・専願

  23・24日※    青翔開智入試:一般選抜

  24日※    敬愛高校入試:一般

  26日・27日※  県立特色入試出願期間  

31日※  城北高校入試 :一般  

2月  3日※  県立特色入試（2/10合格発表）   

  8日※  国立米子高専入試 （2/27合格発表）  

  16日～18日※  一般入試出願期間  

３月 5日※  一般入試（学力検査）   

  6日※  一般入試（面接）  

  16日※  一般入試合格発表  

※私立高校の入試日程は変更の可能性あり



県立高校一般入試について

* 県立高校一般入試は当日点（学力点）と内申点（調査書）と面

接の３つの項目により、総合的に判断します。

当日点
２５０点満点

調査書
１３０点
～２６０点

志望校合格

面接
A・B・C
三段階

調査書
１３０点～
２６０点



調査書



当日点と内申点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　国語・数学・英語・理科・社会 内申素点（各教科５段階） ×５科目＝２５点

　技術家庭・音楽・美術・保健体育 内申素点（各教科５段階） ×２×４科目＝４０点

高校 調査書 学力点 合計

鳥取西・鳥取東・八頭 ６５点×２＝１３０点 ２５０点 ３８０点満点

商業・工業・湖陵・青谷
岩美・智頭農林

６５点×３＝１９５点 ２５０点 ４４５点満点

合計６５点満点

県立高校の調査書・学力点割合と合計点

調査書（内申点）の算出方法

・3年の前期評定が内申点に。

・定期テストをおろそかにしない！



入試合格点（250点満点）

学校名 安心ゾーン トップ層

鳥取西 180 200
鳥取東
城北志学 170 190
八頭

城北研志 150 170
商業

敬愛特進 140 160
湖陵

鳥取工業
敬愛普通

130 150

安心ゾーン…入学後も高校の勉強についていける実力アリ



県立高校 入試結果

学校名 科名
募集
定員

実質募集
定員

受験者数
（2025）

受験者数
（2024）

受験者数
増減

実質競争率

（2025）
特色入試
合格者数

一般入試
合格者数

一般入試
不合格者数

鳥取西 普通科 280 272
（275）

286 263 +23 1.02 8
（7）

275 11

鳥取東 普通科 280 280 285 297 -12 1.02 281 4

八頭 普通科 240 192
（206）

186 209 -23 1.01 50
（34）

182 4

鳥取
商業

商業科 152 102 92 84 +8 0.9 52
（52）

92 0

青谷 総合 76 56
（60）

21 26 -5 0.38 20
（22）

18 3

岩美 普通 76 55
（38）

34 33 +1 0.62 21
（27）

32 1

2025

（）の数字は昨年のもの

・低倍率入試の傾向変わらず（15歳人口の継続的減少）
・「合格のための」受験勉強から、「入学後に備える」受験勉強にシフト



県立高校 入試結果

学校名 科名
募集
定員

実質募集
定員

受験者数
（2024）

受験者数
（2023）

受験者数
増減

実質競争率

（2024）
特色入試
合格者数

一般入試
合格者数

一般入試
不合格者数

鳥取西 普通科 280 273
（275）

263 282 -19 0.96 7
（6）

263 0

鳥取東 普通科 280 280 297 282 +15 1.06 280 17

八頭 普通科 240 206
（208）

209 205 +4 1.01 34
（34）

206 3

鳥取
商業

商業科 152 102 84 120 -38 0.82 52
（52）

84 0

青谷 総合 76 60
（105）

26 32 -6 0.48 22
（16）

24 4

岩美 普通 76 38
（105）

33 34 -1 0.67 27
（39）

33 0

2024

（）の数字は昨年のもの

・県立トップ高校の鳥取西高で定員割れ「西高ショック」
・私立高校人気の影響大



R4 鳥取市公立/私立高の大学進学実績比較

鳥取西高（公立） 鳥取東高（公立） 鳥取城北高（私立）

卒業生数 280名程度 280名程度 400名程度

国公立大進学者数（延べ） 230名
（既卒生含む）

97名
（既卒生含む）

34名
（既卒生含む）

私立大進学者数（延べ） 388名 445名 173名

主な進学先 【国立】東京・北海道・大阪・金沢・
九州・鳥取ほか
【私立】早慶・関関同立ほか

【国立】名古屋・九州・神戸・広島・岡
山・鳥取ほか
【私立】関関同立・近畿・龍谷ほか

【国立】東北・滋賀・大阪・大阪教育・
奈良女子・鳥取ほか
【私立】京都産業・龍谷・近畿ほか

・鳥取西高校　：一般入試→国公立大への進学多い 
・鳥取東高校　：一般入試・私立大への進学が多い 
・鳥取城北高校：総合型/推薦型入試→私立大への進学が多い 



合格のために必要な3つの勉強

中3範囲の「これからの」学習
• 英語の 「関係代名詞」  、数学の 「二次関数」  「相似」 「三平方の定理」は入試には必須！

• 勉強の基本は 「定期テスト対策」。先に先に準備する！

中1～3範囲の「これまでの」学習
• 特に理科社会は12月までに復習を完成させる。

• 得意な科目は自学で、苦手な科目は個別指導を選択！

入試型の問題演習
• 入試で問われるのは総合型の問題。10月スタートのテスト演習→解説講座で鍛える！

• 読解スピードがない人は速読聴英語・速読解力国語で鍛える！

• 「学習時期」と「志望校」に合った密度の濃い学習を！
• 「なにを」 「いつ」 「どのくらい」の明確化！



学習スケジュール例（公立校）

• 「自習」に来て勉強時間を稼ごう！

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

期 2学期
（１２０日）

直前追込み期
（約6０日）

学習
時間

平日は３時間以上
週末は６時間以上

（午前・午後で３時間）
時間のある限り

課題

•学校で新しく習うところの習得 &入試での問われ方をチェック
•実テ・模試の振り返りはＭＵＳＴ！
  解きっぱなしには絶対にしない
•テスト演習  → 解説講座で得点力を磨く

•過去問&予想問題演習中心
•分からないところは焦らずに解法を暗記

 



5教科×10回（前半5回、後半5回）毎週土曜14:45-19:00開催！（10/4スタート）

テスト演習 → 解説講座

• 最も伸びた生徒： 95/250 → 185/250　八頭高TOP合格！
• どの生徒も最低40点/250は伸びる！



Ⅱ．高校の先を見据える進路戦略



大学入試の現状-保護者世代と大きく異なる-

〈約20年前との変化〉

・共通テスト （旧センター試験）の負担増　情報I必須化
→教科難易度はUP　

・総合型・学校推薦型選抜 の拡大（入学者の約50%）
→提出物＆課外活動の重視



センター試験 共通テスト

難化・複雑化する共通テスト

「6教科・30科目」
　↓
「7教科・21科目」

「知識・正確性重視」
　↓
「思考力・読解力重視」

負担が大きすぎて共通テスト受験を避ける傾向



受験者数UP　総合型・学校推薦型選抜

「年内入試・年内合格」で志願者増

大学入学者に占める総合型・学校推
薦型選抜の割合（文科省「令和 5年度
国公私立大学入学者選抜実施状況」
をもとに早稲田塾が作成）



今、保護者が知っておくべき“新しい入試”

総合型選抜（旧AO入試）
• 学力だけでなく意欲・適性・探究心 を評価

• 書類、小論文、面接、プレゼンなど総合的に評価

• 共通テスト不要  or 併用、英語資格が必要な大学も

⇒準備のカギは「自己探究」

自分の関心・体験・経験を深掘りし、学びたい理由を言語化

学校推薦型選抜

• 学校長の推薦（評定平均など）が必要な制度

• 書類選考＋面接や小論文 などで総合評価される
• 年内に合否が決まる ことが多く、早期進路決定が可能

⇒高1からコツコツ成績を積み上げが大事

　「安全ゾーン」の点数確保は必須！



高校進学後の塾継続のメリット

▼高校進学で安心してしまう家庭が多い

⇒下手すると家庭学習時間0分の生徒も
　続ければ圧倒的に有利

▼最初の定期テスト（5月）の順位がカギ
　最初のテストが高順位ならキープは可能

　逆に下位だと挽回は至難の業

高校継続特典：3・4月の通常授業料無料！



中3の今から意識したいこと

定期テストと提出物
• 「提出物」「小テスト」が評価の起点になる

読解力と表現力
• 受験勉強を通して得る力は高校でも生きる
• 高校の学びは「蓄積型」、今の勉強習慣が命

将来の「自分像」の模索
• 「いまの興味」が未来の自分をつくる

レイズの進路指導は“大学まで”つながっている



まとめ：高校合格はゴールではなく、スタートライン

“進路”の模索はまだ続く。
親子で“その先”を見据えて行動を。

• 家庭の進路観を変えよう。子どもは親の視点で学ぶ。



Ⅲ．受験期、親ができる
　　　　最高のサポート

“



受験期の子ども心理

不安・焦り・自信喪失…感情の波が激
しい時期

例：「勉強してるのに点が取れない」→
無力感

叱咤ではなく「共感」と「信頼」が支え
になる



「令和」の新しい出題傾向 -数学-

鳥取県立高校入試　2025 数学問題2

「昭和」「平成」には無かった
「箱ひげ図」問題。

令和の入試では出題率100%



「令和」の新しい出題傾向 -英語-

鳥取県立高校入試　2025英語問題4

「オンライン掲示板」「AI」
など、現代的な話題。

大学入試共通テストに似せる。



親のNG対応・OK対応

NGな声かけ 良くない理由 OKな声かけ

「だから言ったでしょ」 自責感が強まり、やる気を削ぐ 「努力、見てるよ」

「○○ちゃんはもっとやってるよ」 比較は逆効果
自己肯定感を下げる

「あと少し、一緒に頑張ろう」

「こんなんで受かるの？」 不安を増幅する
自信を失わせる

「応援してるからね」

• レイズをうまく使ってください！
• 「塾長が褒めていたわよ」は効きます！



"親の安心"が子どもの支えに

●成績よりも、"信じて見守ってくれてい

る"という感覚

●子どもは親の感情にとても敏感

→ 家庭に安心感があるだけで、勉強

の質は大きく変わる



まとめ：子どもにとって、親は“最後の味方”

焦らず、慌てず、信じて。

受験は"共闘"です。

親の安心と信頼が、子どもの最大の応

援になります。



保護者の皆様の応援があってこそ、
お子様が最後まで走り切れます。

レイズは保護者の皆様を支えます！

アンケートはコチラ


